
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

シーア

ノイマン
ウロボロス
オルクス

UGN支部長C

不明

感染

44：名家の生まれ

飢餓

91：大失態

動物

不明

38

71：貸し

1
1
5
1

0
0
1
0

0
0
0
0

5

1
1
11
1

33
13
13
18
36

7 1
10 1

レネゲイド UGN3 1

勝利と栄光の槍
勝利と栄光の槍

白兵
射撃

1r+6
1r-1

3
3

11
11

0 0

遺産継承者：勝利と栄光の槍
特攻野郎Rチーム

飯田智
ベルスコニア

慈愛
慈愛
執着

劣等感
劣等感
嫌悪

コネ：要人への貸し

4

ワーディング

リザレクト

バックスタブ

縮地

ハンドリング

螺旋の悪魔

コンセントレイト：ウロボロス

無形の影

生き字引

完全演技

ドクタードリトル

猫の道

不可視の領域

★

0

4

4

2

4

2

1

1

1

1

1

1

-

1d10

-

2

1

3

2

4

1

-

-

-

-

オート

気絶時

常時

オート

オート

セットアップ

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

常時

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

至近

至近

-

-

至近

至近

至近

至近

至近

シーン

自身

自身

自身

自身

自身

-

-

自身

自身

自身

自身

効果参照

自動

自動

自動

自動

自動

自動

-

-

-

自動

自動

自動

自動

-

↓100

リミット

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

《縮地》使用でメインプロセス間白兵攻撃力+(Lv*5)、侵蝕率基本値+4

シーン内の任意の場所に離脱可能移動、シナリオLv回

シーンに支配下の動物を登場させる、シーン間〈知覚〉判定達成値+(Lv*3)

暴走付与、ラウンド間ウロ込攻撃力+(Lv*3)

C値-Lｖ

判定の参照先を【精神】に置換、ラウンド1回

〈情報：〉を〈意志〉で判定、判定ダイス+Lv個

モノマネが上手い

あらゆる言語を使いこなす

近道を作る

(Lv*1000)平方メートルの場所を隠蔽

○"ナイトフォール"による接触の際の記録音声

あれは何年前なのだろうか、私が私の顔を覚えていた頃。
父上からあれを受け取った瞬間、あれが私の心臓を貫き、地に刺さった。
痛みはなく、苦しさもなかった。
私の体は地に固定され、動かない。私の体が感じる事が出来るのは、その不自由さだけだった。
当然助けを求めたが、どうやら私の事は誰も見えなくなったらしい。
声は、叫びは、ただ虚空に染みるばかり。

それからしばらくして魂を肉体から切り離し、そこらの動物に取り憑く術を身に付けた。
今の言葉で言うレネゲイド、オーヴァードの力よな。
あれの事も遺産とか呼んでいたか。
まぁあれの影響で目覚めたのであろう。

それで今こんな姿でお前さんらと向かい合っているわけだ。
あれを感知出来たというのは流石有名な組織なだけはある。
だが近くまで来てもどこにあるか見えやしないだろ？そこの小僧なぞ触っていたぞ。だが認識できないのだ。あれとあれに選ばれてしまった私の事は。
だから回収は諦めてくれ。
どうしても回収が必要だと言うなら、最早私の魂はあれと共にある。私をお前さんらの頭に連行するが良かろう。
丁度次の道楽を探していたところだ。UGNだかFHだかに触れてみるのも悪くない。
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